
受入れ団体の募集 9/20　マッチング会

9/3基調講演

マッチング会 実　　　施

「今回の検討課題」 「前回の検討結果」

1.市民大学との連携 1.市民大学との連携

　・今年度実施のボランティア養成学科学生に参加した体験学習感想等のアンケート依頼を市民大学に行う ①  9月20日に行われたボランティア養成学科に対しての体験受け入れ事業(マッチング会)でプレゼンテーションした団体への

　・マッチング会以降の各団体での参加人数や実施事項等の確認？（実施するかどうかの検討）     ボランティア参加者は、団体支援部会委員の属する団体でNPO法人シビルまちづくりステーションでは5名、NPO船橋レク

    リエーション協会では4名の参加者有との報告があった。他の団体への参加人数は不明。

2.プレゼンテイションのスキルアップ ②  まちづくり学部修了生に対しての情報提供

　 　・自己診断結果の活用方法等に関して各団体で進める。 　  LINE登録により市民活動やボランティア活動の情報を「船橋情報メール」にて情報を発信し、サポートセンター運営協議会の

　　SNS(X)や、ふなばし市民力発見サイトのblog情報を必要があればLINKする。

３.プロボノの検討 2. プロボノ関係

　・説明会後の登録市民団体及びワーカー参加者等の進捗状況（個別相談の内容？） 　10月21日に行った「プロボノin説明会」後にフナボノに登録した団体は、ＮＰＯ法人発達障害支援ネットＹＥＬＬがあり、

　・今後のマッチング等の設定・実施工程等 　支援内容は「ホームページの新たな立上げ65%とのこと。団体支援部会としては「フナボノ」と協議して任意の団体のプロ

　　・団体支援部会としてのオブザーバー参加の可能性等の検討 　ジェクト推進状況の説明及び可能であればオブザーバーとして参加すること希望したい。

　　(11月9日現在他のプロジェクト登録無)

3. ボランティア体験

　　毎年夏に行われている学生対象の「ふなばし夏のボランティア体験」以外にも、一般市民を対象としたボランティア参加を

　Webにて募集を可能とする。

　　ボランティア受け入れ団体は登録団体とし募集開始は12月頃の予定

4.プレゼンテーションのスキルアップ

　　9月3日に行われた認定NPO法人藤沢市民活動推進機構理事長(手塚明美)による講演会(ボランティア・市民活動の新しいカタチ)

　に参加した団体の中で、自己診断シートを提出した3団体の診断結果説明を3団体が参加してZOOMにより実施した。

「参加団体」

NPO法人シビルまちづくりステーション/丸山サンクチャリイ/ホームスタート・しゅっぽっぽ
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